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福岡県立大学人間社会学部新入生の入学時のコンピュータスキル調査（2010年）
石　崎　龍　二
要旨　情報処理教育の改善資料とするために、福岡県立大学人間社会学部学生の入学時のコン
ピュータスキルについて質問紙調査を行った。
　2010年度の人間社会学部入学生のうち95.7%が、高等学校で「情報」を履修しており、主要ア
プリケーションソフトの操作の学習率は、「ワープロソフトWord」80.4%、「表計算ソフトExcel」
82.2%、「プレゼンテーションソフトPowerPoint」73.0%、「インターネットを使った情報検索」
80.4%と、高い値を示した。
　一方、「ワープロソフトWord」「表計算ソフトExcel」「プレゼンテーションソフト
PowerPoint」「インターネットを使った情報検索」の各操作スキルについては、「十分できる」
又は「少しできる」と回答した比率が「ワープロソフトWord」72.4%、「表計算ソフトExcel」
38.0%、「プレゼンテーションソフトPowerPoint」56.4%、「インターネットを使った情報検索」
81.6%とばらつきが見られた。
　パソコンの所有率と利用状況については、パソコンの所有率が74.2%、自宅・アパートからパ
ソコンを使ったインターネットの利用率が57.1%と比較的高かった。しかし、１週間あたりのパ
ソコンの利用頻度は、40.5%がパソコンをほとんど利用しないと回答しており、パソコンの利用
も、「ホームページの閲覧」「ネットショッピング」への偏りがみられた。
キーワード：情報基礎教育、コンピュータスキル、コンピュータリテラシー
１．はじめに
学習指導要領の改訂により、2003年度から、
高等学校の普通科において教科「情報」が必修
化され、2006年度から教科「情報」を履修した
学生が大学に入学している。大学入学時までの
情報に関する教育が充実してきており、大学で
のコンピュータリテラシー教育の内容の見直し
が必要になってきている。そこで、学生が入学
時の段階で、どの程度、「情報」に関する知識
やコンピュータスキルを身につけているかを調
査する必要がある。
2008、2009年度に福岡県立大学人間社会学
部の新入生に行った調査では、「情報処理の基
礎と演習」受講後に、入学時での高等学校での
教科「情報」の履修状況とコンピュータ操作ス
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キル習熟度を調査した。しかし、入学時（４月）
でのコンピュータスキルの習得状況を調べてお
らず、「情報処理の基礎と演習」の教育効果を
論じるには不十分であった。
そこで今回は、本学人間社会学部の2010年度
の入学生に対して、４月に、高等学校での教科
「情報」の履修状況、コンピュータスキルの習
得状況、パソコンの所有率と利用状況等につい
て調査した。
２．調査方法
調査対象
福岡県立大学人間社会学部で開講されている
「情報処理の基礎と演習」（１年生前期、必修）
の受講者（３クラス）
調査方法
「情報処理の基礎と演習」の授業開始時に、
質問紙を学生に配布し、その場で回収した。回
答は無記名で実施し、回答内容は全て情報処理
教育の調査研究のための統計資料としてのみ活
用することを冒頭で説明した。
調査時期
「情報処理の基礎と演習」の初回（2010年４
月15日（２クラス）、４月16日（１クラス）実施）
調査項目
調査項目は、全65項目であり、次の分野に
分けられる。所属に関するもの（２項目）、高
等学校での教科「情報」の履修状況に関する
もの（５項目）、パソコンの利用状況に関する
もの（４項目）、「ワープロソフトWord」の学
習内容に関するもの（12項目)、「表計算ソフト
Excel」の学習内容に関するもの（19項目）、「プ
レゼンテーションソフトPowerPoint」の学習
内容に関するもの（11項目)、「インターネット
を使った情報検索」の学習内容に関するもの
（11項目）、自由記述（１項目）。
回答者の内訳
学科毎の調査対象者の内訳は表１の通りであ
る。各学科の比率はほぼ均等である。
表１　回答者の学科毎の内訳
学科 回答数（人） 比率（％）
公共社会学科 56 34.4
社会福祉学科 55 33.7
人間形成学科 52 31.9
全体 163 100.0
３．調査結果
⑴　高等学校での教科「情報」の履修状況
高等学校での教科「情報」については、
95.7%が履修している（図１参照）。また、履
修した教科「情報」の科目については、「情報A」
が77.9%、「情報B」が4.9%、「情報C」が9.2%と、
１年生の多くが「情報A」を履修している（図 
２参照）。
文部科学省の高等学校学習指導要領の「第10
節　情報」によると、「情報A」が、コンピュー
タや情報通信ネットワークなどの活用を通し
て、情報を適切に収集・処理・発信するための
基礎的な知識と技能の習得、「情報B」がコン
ピュータにおける情報の表し方や処理の仕組み
の理解とコンピュータを効果的に活用するため
の科学的な考え方や方法の習得、「情報C」が、
― 100 ―
福岡県立大学人間社会学部紀要　第19巻　第２号
― 101 ―
石崎：福岡県立大学人間社会学部新入生の入学時のコンピュータスキル調査（2010年）
情報のディジタル化や情報通信ネットワークの
特性の理解とコンピュータを効果的に活用する
能力を養うとなっており、本学人間社会学部が
文科系学部であることから、「情報A」を履修
している学生が非常に多いことは自然なことだ
と考えられる。2008年度、2009年度の入学生
についても同様な傾向が見られた。
次に、本学人間社会学部のコンピュータリ
テラシー教育で取り上げているアプリケー
ションソフトのソフト別の高等学校での学習
状況を図３に示す。「ワープロソフトWord」
の学習率が80.4%、「表計算ソフトExcel」の
学習率が82.2%、「プレゼンテーションソフト
PowerPoint」の学習率が73.0%、「インター
ネットを使った情報検索」の学習率が80.4%
と、全ての項目について高い学習率を示してい
る。PowerPointの学習率が、他のソフトの使
い方の学習率に比べると低い。また、高等学校
で95.7%が「情報」を履修しているにも関わら
ず、主要な各アプリケーションソフトの使い方
を、約20%の学生が学習していないと回答して
いる。
次に、本学人間社会学部で開講している「情
報処理の基礎と演習」で取り上げるアプリケー
ションソフトの操作スキルが、入学時にどの程
度身についているのかを、調査結果に基づいて
履修して
いない
1.8%
無回答
2.5%
履修した
95.7%
図１　高等学校での「情報」の履修（N=163）
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情報C
情報B
情報A
履修した 履修していない 無回答
図２　高等学校での「情報A」「情報B」「情報C」の履修＜MA＞（N=163）
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考察する。
⑵　アプリケーションソフトの操作スキル
本学人間社会学部では、コンピュータリテ
ラシー教育として、１年生を対象として前期に
「情報処理の基礎と演習」（必修科目）を開講
している。学習内容は、主に「ワープロソフト
Word」「表計算ソフトExcel」「プレゼンテー
ションソフトPowerPoint」「インターネット
を使った情報検索」の操作スキルの習得である
が、これらの４項目について、受講前の各操作
スキルの習得状況について考察する。
①　ワープロソフトWord
「情報処理の基礎と演習」受講者の受講前の
「ワープロソフトWord」の操作スキルについ
ては、高等学校でWordの使い方を学習した回
答者の比率が80.4%（図３参照）に対して、受
講前にWordの操作スキルが「十分できる」又
は「少しできる」と回答した比率が72.4%とほ
ぼ同じである（表２参照）。しかし「十分できる」
と回答した比率は6.1%と非常に低い。
表２　「ワープロソフトWord」の操作スキル
回答数（人） 比率（％）
十分できる 10 6.1
少しできる 108 66.3
全くできない 44 27.0
無回答 1 0.6
全体 163 100.0
Wordの各操作スキルについての回答結果を
図４に示す。「文字入力の全角・半角の切り替
え」「文字サイズ・フォント・スタイルの変更」
「文字列のコピー」「文字列の配置変更」など、
Wordでの文字入力、基本的な文字入力と編集
操作のスキルについては70～90%ができると回
答している。一方、「表の作成」「飾り文字や写
真の貼り付け」「Excelで作成した表やグラフ
の貼り付け」など他の項目については、できる
と回答した比率が低い。また「キーボードの速
い入力」ができないと回答した新入生の比率も
76.7%と高い。
以上の結果から、新入生の入学時でのWord
の操作スキルは十分であるとは言えないことが
わかる。
80.4
73.0
82.2
80.4
19.0
25.8
17.2
17.8
0.6
1.2
0.6
1.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%
学習した 学習していない 無回答
ワープロソフトWordの使い方
表計算ソフトExcelの使い方
プレゼンテーションソフト
PowerPointの使い方
インターネットを使った情報検索
図３　高等学校でのアプリケーションソフトの学習状況（N=163）
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②　表計算ソフトExcel
「情報処理の基礎と演習」受講者の受講前
の「表計算ソフトExcel」の操作スキルについ
ては、高等学校でExcelの使い方を学習した
回答者の比率が82.2%（図３参照）に対して、
Excelの操作スキルが「十分できる」又は「少
しできる」と回答した比率が38.0%と低い（表
３参照）。特に「十分できる」と回答した比率
は０％である。
表３　「表計算ソフトExcel」の操作スキル
回答数（人） 比率（％）
十分できる 0 0.0
少しできる 62 38.0
全くできない 99 60.7
無回答 2 1.2
全体 163 100.0
Excelの各操作スキルについての回答結果を
図５に示す。「絶対参照の設定」「計算式（加
減乗除）の入力」ができないと回答した新入
生の比率が、それぞれ96.3%、87.7%と高い。
Excelで計算式を使って集計する上で、計算式
の入力、絶対参照の設定は必要不可欠であり、
Excelでの集計処理のスキルの習得が十分では
ないと推察される。また「オートフィルタ機能
を使ったデータの抽出」「データの並べ替え」
ができないと回答した新入生の比率が、それぞ
れ95.7%、80.4%と高い。Excelのデータベー
ス機能の操作スキルの習得が十分ではないと推
察される。一方で、「グラフの作成」「罫線を引
く」ができると回答した比率が36.2%、35.6%
と他の項目と比べると高い。
このように、入学時の新入生のExcelの操作
スキルについても習得状況は十分であるとは言
えないことがわかる。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
キーボードの速い入力
表の作成
飾り文字や写真の貼り付け
文字列の移動
文字列の配置変更
文字列のコピー
文字サイズ・フォント・スタイルの変更
文字入力の全角・半角の切り替え
できる できない 無回答
Word文書の印刷時のページ設定
IMEパッドでの読みがわからない漢字の入力
Wordの文書に、Excelで作成した表や
グラフの貼り付け
図４　「ワープロソフトWord」の項目別操作スキル（N=163） 
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③　プレゼンテーションソフトPowerPoint
「情報処理の基礎と演習」受講者の受講前
の「プレゼンテーションソフトPowerPoint」
の操作スキルについては、高等学校で
PowerPointの使い方を学習した回答者の比率
が73.0%（図３参照）に対して、PowerPoint 
の操作スキルが「十分できる」又は「少しでき
る」と回答した比率が56.4%と低くなっている
（表４）。また「十分できる」と回答した比率も
2.5%と非常に低い。
表４　「プレゼンテーションソフトPowerPoint」
の操作スキル
回答数（人） 比率（％）
十分できる 4 2.5
少しできる 88 54.0
全くできない 61 37.4
無回答 10 6.1
全体 163 100.0
PowerPointの操作スキルについての回答結
果を図６に示す。
「スライド（テキストベース）の作成」「ス
ライドのデザイン変更」「スライドに、飾り文
字や写真の貼り付け」など、基本的なスライド
作成の操作についてはできると回答した新入生
の比率が50%を超えている。その一方で、「ス
ライドに表作成」「スライドにグラフ作成」が
できないと回答した新入生の比率が、それぞれ
65.0%、65.6%と高い。また、「発表者用ノート
の作成」、「配布資料の作成」ができないと回答
した新入生の比率が、それぞれ82.8%、73.6%
と高い。
このように、入学時の新入生のPowerPoint
の操作スキルについても習得状況は十分である
とは言えないことがわかる。
④　インターネットを使った情報検索
「情報処理の基礎と演習」受講者の受講前の
「インターネットを使った情報検索」の操作ス
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できる できない 無回答
図５　「表計算ソフトExcel」の項目別操作スキル（N=163）
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キルについては、高等学校で学習した回答者の
比率が80.4%（図３参照）に対して、インター
ネットを使った情報検索の操作スキルが「十分
できる」又は「少しできる」と回答した比率が
81.6%とほぼ同じである（表５参照）。「十分で
きる」と回答した比率は、12.3%と他の「ワー
プロソフトWord」「表計算ソフトExcel」「プ
レゼンテーションソフトPowerPoint」に比べ
ると高い。
表５　「インターネットを使った情報検索」の
操作スキル
回答数（人） 比率（％）
十分できる 20 12.3
少しできる 113 69.3
全くできない 25 15.3
無回答 5 3.1
全体 163 100.0
「インターネットを使った情報検索」「電子
メールの活用」の項目別操作スキル、用語の
説明についての回答結果を図７に示す。「電子
メールの送受信」「インターネットの検索エ
ンジンを使ったキーワード検索」については、
できると回答した新入生の比率が、それぞれ
69.9%、63.2%と高い。一方、「ドメイン名の説
明」「サーバとクライアントの名称の区別」、「検
索エンジンの説明」「URLの説明」など、用語
の説明ができないと回答した新入生の比率が、
それぞれ86.5%、85.9%、66.3%、51.5%と高い。
「インターネットを使った情報検索」、「電子
メールの活用」の操作スキルは身に付いている
が、用語の意味についての理解は不十分である
ことが推察される。
⑶　パソコンの所有率と利用状況
パソコンの所有率は、「ノートパソコン」と
「デスクトップパソコン」を合わせると74.2%
となり、入学生の多くがパソコンを所有してい
る（表６）。また、自宅・アパートからパソコ
ンを使ったインターネットの利用率も、57.1%
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できる できない 無回答
図６　「プレゼンテーションソフトPowerPoint」の項目別操作スキル（N=163）
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と比較的高い（表７）。
表６　自宅・アパートで利用できるパソコンの
有無
回答数（人） 比率（％）
デスクトップパソコン 15 9.2
ノートパソコン 106 65.0
ない 41 25.2
無回答 1 0.6
全体 163 100.0
表７　自宅・アパートからパソコンを使ったイ
ンターネットの利用
回答数（人） 比率（％）
している 93 57.1
していない 69 42.3
無回答 1 0.6
全体 163 100.0
１週間あたりのパソコンの利用頻度を表８に
示す。入学生の40.5%が、パソコンをほとんど
利用しないと回答している。
表８　パソコンの利用頻度（１週間）
回答数（人） 比率（％）
毎日 17 10.4
週に６日程度 2 1.2
週に５日程度 6 3.7
週に４日程度 8 4.9
週に３日程度 19 11.7
週に２日程度 18 11.0
週に１日程度 27 16.6
ほとんど利用しない 66 40.5
全体 163 100.0
パソコンを何に使っているのかという設問に
関しては、「ホームページの閲覧」68.7%、「ネッ
トショッピング」38.7%、「文書作成」15.3%、「ブ
6.1
8.0
27.6
41.1
42.3
42.9
57.1
58.3
63.2
69.9
86.5
85.9
66.3
55.8
51.5
53.4
36.8
38.7
33.7
27.0
7.4
6.1
6.1
3.1
6.1
3.7
6.1
3.1
3.1
3.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%
ドメイン名の説明
サーバとクライアントの名称の区別
検索エンジンの説明
インターネットを介したファイルのダウンロード
電子メールのアドレス帳の活用
インターネットの検索エンジンを使ったカテゴリー検索
電子メールで添付ファイルを送信
インターネットの検索エンジンを使ったキーワード検索
電子メールの送受信
できる できない 無回答
URLの説明
図７　「インターネットを使った情報検索」、「電子メールの活用」の項目別操作スキル、用語の説明
（N=163）
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ログ」12.3%、「電子メール」8.0%、「表計算」1.2%
の順であった。「ホームページの閲覧」「ネット
ショッピング」に偏っていることがわかる（図
８参照）。
以上のことから、2010年度入学生の入学時
でのパソコンの所有率や自宅からのインター
ネットの利用率は高いが、パソコンの利用頻度
は低く、利用が「ホームページの閲覧」「ネッ
トショッピング」に偏っていることがわかる。
４．まとめ
本稿では、2008年度、2009年度の調査では
行わなかった本学人間社会学部の入学時（４
月）でのコンピュータスキルの習熟度、パソコ
ンの所有率と利用状況に関する質問紙調査の結
果（2010年度）を考察した。
本学人間社会学部でコンピュータリテラシー
教育として開講している「情報処理の基礎と演
習」の主な学習内容である「ワープロソフト
Word」「表計算ソフトExcel」「プレゼンテー
ションソフトPowerPoint」「インターネット
を使った情報検索」の操作の４項目について、
受講前の各操作スキルの習熟状況を考察した。
2010年度の入学生のうち95.7%が、高等学
校での「情報」を履修しており、アプリケー
ションソフトの操作の学習率は、「ワープロソ
フトWord」が80.4%、「表計算ソフトExcel」
が82.2%、「プレゼンテーションソフトPower 
Point」が73.0%、「インターネットを使った情
報検索」が80.4%と、全ての項目について高い
学習率を示し、新入生の多くが「情報処理の基
礎と演習」で学ぶ４項目の操作について、受講
前に学習していた。
各アプリケーションソフトの操作スキルに
ついて詳細に調べた結果、「ワープロソフト
Word」の操作スキルについては、「十分できる」
又は「少しできる」と回答した比率が72.4%で
あるのに対して、「十分できる」と回答した比
率は6.1%と非常に低かった。特に「表の作成」
「Excelで作成した表やグラフの貼り付け」な
どができないと回答した比率が６割を越えた。
「表計算ソフトExcel」については、「十分で
きる」又は「少しできる」と回答した比率が
1.2
6.7
8.0
12.3
15.3
38.7
68.7
0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%
表計算
その他
電子メール
ブログ
文書作成
ネットショッピング
ホームページの閲覧
図８　パソコンの利用目的＜MA＞（人）（N=163）
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38.0%と低く、特に「十分できる」と回答した
比率は０％であった。「絶対参照の設定」「計算
式（加減乗除）の入力」ができないと回答した
新入生の比率が非常に高く、Excelで計算式を
使った集計処理のスキルの習得が十分ではない
ことがわかった。また「オートフィルタ機能を
使ったデータの抽出」「データの並べ替え」が
できない回答した新入生の比率も高く、Excel
のデータベース機能の操作スキルの習得ができ
ていないことがわかった。「プレゼンテーショ
ンソフトPowerPoint」については、「十分で
きる」又は「少しできる」と回答した比率が
56.4%と低く、「十分できる」と回答した比率
も2.5%と低かった。「スライド（テキストベー
ス）の作成」「スライドのデザイン変更」「スラ
イドに、飾り文字や写真の貼り付け」など、基
本的なスライド作成の操作についてはできると
回答した新入生の比率が高かったが、「スライ
ドに表作成」「スライドにグラフ作成」ができ
ないと回答した新入生の比率が高かった。「イ
ンターネットを使った情報検索」については、
「十分できる」又は「少しできる」と回答した
比率が81.6%と高く、「十分できる」と回答し
た比率も12.3%と他の「ワープロソフトWord」
「表計算ソフトExcel」「プレゼンテーションソ
フトPowerPoint」に比べると高かった。「電
子メールの送受信」「インターネットの検索エ
ンジンを使ったキーワード検索」といった操作
スキルについて、できると回答した新入生の比
率が高かったが、「ドメイン名の説明」「サーバ
とクライアントの名称の区別」「検索エンジン
の説明」「URLの説明」など、用語の説明がで
きないと回答した新入生の比率が高かった。
新入生のパソコンの所有率は、「ノートパソ
コン」と「デスクトップパソコン」を合わせて
74.2%と高く、自宅・アパートからパソコンを
使ったインターネットの利用率も、57.1%と比
較的高かった。しかし、１週間あたりのパソコ
ンの利用頻度は、新入生の40.5%がパソコンを
ほとんど利用しないと回答しており、パソコン
の利用目的についても、「ホームページの閲覧」
が68.7%と他の利用目的と比較して突出してい
る。
以上の結果から、「ワープロソフトWord」「表
計算ソフトExcel」「プレゼンテーションソフ
トPowerPoint」「インターネットを使った情
報検索」の入学時の操作スキルは十分ではない
と推察される。さらに、パソコンの利用頻度
が低く、利用目的も「インターネットでホーム
ページの閲覧」と「ネットショッピング」に偏っ
ている。
大学入学前でのコンピュータリテラシー教育
が強化されている中で、コンピュータリテラ
シー教育が大学でも必要なのかという疑問があ
るが、以上の調査結果から本学人間社会学部で
は必要であると判断される。
今回、入学時の「ワープロソフトWord」「表
計算ソフトExcel」「プレゼンテーションソフ
トPowerPoint」「インターネットを使った情
報検索」の操作スキルについて調査を行った
が、「情報処理の基礎と演習」の受講後に操作
スキルがどの程度向上したのかについての調査
結果については、次稿に譲るものとしたい。
大学入学時までの情報に関する教育と大学で
のコンピュータリテラシー教育とのつながりを
考える上で、高等学校での「情報」の履修状況、
「情報処理の基礎と演習」でのコンピュータリ
テラシー教育の教育効果について、今後も継続
して調査を実施することが大切である。
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